
第２２回 食と生物多様性 

 企業と生物多様性セミナー 

日 時 

◆講 演 

 食と生物多様性： 外食企業が仕入れやフィールドを 

               活かした取り組みの事例             

  株式会社アレフ（ハンバーグレストランびっくりドンキー運営企業） 

   エコチーム 環境教育・生物多様性活動 

          推進役 高田 あかね氏  ※詳細は裏面参照 

 ◆報 告 

 ・生物多様性ちば企業ネットワーク参加企業からの報告 

   企業ができる生物多様性～“野のくさプロジェクト”について～ 

             公益財団法人 日本生態系協会 参事 佐山 義則氏 

   鴨川シーワールドにおける絶滅危惧種の保全活動 

             鴨川シーワールド 開発展示課 森 一行氏 

   生物多様性ふなばし戦略について  

             船橋市 環境部 環境政策課 主任技師 関 真人氏 

 ・千葉県からの報告 

   生物多様性ちば企業ネットワークによる里山モニタリング調査 

             千葉県生物多様性センター 嘱託 大島 健夫 

セミナー内容 

会社名   業種   

連絡先 ℡                     E-mail 

参加者の  

所属    

職                              

氏 名 

                                    

                                 

                                 

   第２２回  企業と生物多様性セミナー申込書  

２０２０年             

３月１７日（火）                                        

場 所 

対 象 

千葉県立中央博物館 講堂                                                     

（裏面地図参照） 

県内に工場・事業所がある企業         

定員７0名 （参加無料）  

事前申込制：千葉県生物多様性セン

ター企業セミナー担当宛に下記内容

を記載の上、メール又はFAXで お 

申し込み下さい。 

締切：３月１２日（木）（必着）             

Email bdc@mz.pref.chiba.lg.jp                             

Tel    ０４３（２６５）３６０１     

Fax   ０４３（２６５）３６１５           

主 催 

千葉県               

一般社団法人 千葉県環境保全協議会       

一般社団法人 千葉県経済協議会      

申込・問合せ 

 ２０１５年の国連サミットで「持続可能な開発目標(SDGs)」が採択さ

れ、この世界共通の課題を経営戦略に取り込み、環境行動目標の達成に

向けた様々な取り組みが各企業でなされています。 

本セミナーでは「食と生物多様性」に関して、環境負荷低減や社会貢

献活動で先進的な活動を行っている株式会社アレフの高田あかね氏に具

体的な実践例についてご講演いただきます。 

   １3時～1６時 



       

  高 田  あ か ね（たかだ あかね）氏 

    株式会社アレフ（ハンバーグレストランびっくりドンキー運営企業） 

        エコチーム 環境教育・生物多様性活動 推進役 

 

 札幌市立高等専門学校専攻科修了。まちづくりでのファシリテーターや都市計画、環境調査、造園などを学

び、札幌市海外派遣特別研究員として「英国などの持続可能なエコビレッジの北海道への適用と推進」を研究。 

 2003年、（株）アレフ入社。「北海道・ＮＺ生物多様性シンポジウム」実行委員に始まり、同社の廃油回収と

結びついた「なたね総合学習」などの実施に携わり、環境省ＥＳＤ環境教育モデルプログラムの作成や、環境・

農業・生物多様性の取り組みを社内外に伝えるツール・印刷物のデザイン制作業務、講演などＣＥＰＡを担当。

北海道セイヨウオオマルハナバチ対策推進協議会メンバー。3回の産休・育休経験者としても会社のＣＳＲ、ＳＤ

Ｇｓを牽引中。 
 

講演趣旨 
 2019年8月に公益財団法人イオン環境財団主催の生物多様性日本アワードで、優秀賞を受賞した「生物多様性に

配慮した持続可能なお米の仕入れ活動」の内容について、また、そのお米を「自然資本プロトコル」を用いて評価

した結果を共有します。こういった取り組みは、食の生産を担う農業者や仕入れ担当者などの理解と協力があり継

続してきました。他に、木のお皿やペーパーナプキンなどを一つずつ改善してきた工夫や、廃棄物削減と活用など

の環境経営についてもご紹介します。 

 そして、（株）アレフが運営している食・農業・環境の実証を行いながら、学習機会を提供する施設「えこりん

村（北海道恵庭市）」における活動もお話しします。施設内には、体験田「ふゆみずたんぼ」があり、ＵＮＤＢ－

Ｊの認定連携事業ともなっています。さらに、主催した生物多様性シンポジウム（2003年）をきっかけに会社の取

り組みとした「外来種セイヨウオオマルハナバチの駆除活動（2005年～）」も、北海道、札幌市、公益財団法人北

海道環境財団などと連携しながら、一般市民向けに毎年続けており、同活動は、生物多様性アクション大賞2018つ

たえよう部門に入賞しています。その上で、今年度は地元の大学との協働も実施しました。 

 2020年は、国連「生物多様性の10年」最終年でもあり、ポスト2020の戦略や愛知目標で掲げられた2050年へ向け

て、今後、企業や団体への要求や制度が徐々に導入されていく可能性もあります。企業や自治体、団体の方々が活

動を行うヒントを見つけて頂けたら幸いです。 

■ 会 場 案 内 図 ■    

千葉県立中央博物館 講堂            

千葉市中央区青葉町９５５－２                        

TEL ０４３（２６５）３６０１ 

バス（千葉駅東口） 乗り場７「大学病院」「大学病院・南矢

作」乗り場６「川戸都苑」 中央博物館下車徒歩7分   

（蘇我駅東口）乗り場２「大学病院」中央博物館下車徒歩7分 

車利用の方は、青葉の森公園北口駐車場（4時間300円）を 

ご利用ください。 

 ■ 事 前 申 込 制 ■  

表面下部の必要事項を記載の上、千葉県自然保

護課生物多様性センター企業セミナー担当宛

に、メール 又は  FAXでお申し込み下さい。 

締切：３月１２日（木）（必着） 

Email  bdc@mz.pref.chiba.lg.jp                           

Fax    ０４３（２６５）３６１５          


